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  （百万円未満切捨て）

１．平成29年３月期第３四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第３四半期 13,509 8.8 332 3.7 138 18.7 128 20.8 

28年３月期第３四半期 12,418 7.1 320 40.0 116 － 106 － 
 
（注）包括利益 29年３月期第３四半期 119 百万円 （28.7％）   28年３月期第３四半期 92 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期第３四半期 7.59 － 

28年３月期第３四半期 6.66 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

29年３月期第３四半期 14,836 5,631 38.0 300.47 

28年３月期 16,239 5,150 31.7 323.07 
 
（参考）自己資本 29年３月期第３四半期 5,631 百万円   28年３月期 5,150 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 

29年３月期 － 0.00 －     

29年３月期（予想）       0.00 0.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 20,027 0.3 475 △65.6 214 △80.6 172 △83.9 9.94 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

※１株当たり当期純利益は、第三者割当増資分(2,800,000株)を含めた期中平均株式数により算出しております。 
 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名） 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

(注) 詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項(３)会計方針の変更・会計 

  上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期３Ｑ 19,016,512 株 28年３月期 16,216,512 株 

②  期末自己株式数 29年３月期３Ｑ 274,301 株 28年３月期 274,301 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期３Ｑ 16,889,120 株 28年３月期３Ｑ 15,942,211 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続が実施中です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

(将来に関する記述等についてのご注意) 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意

事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による各種経済政策や日銀の金融政策、さらには米国の

大統領選挙の結果等を要因として、国内株式市場では日経平均株価が大幅に上昇した他、為替相場においても円安

傾向となった結果、雇用や所得環境に改善が見られ、全体的に緩やかな景気回復の傾向が見られました。一方、中

国をはじめとするアジア新興国の経済減速による不安要素もあり、引き続き先行き経済の不透明な状況が続いてお

ります。

建設・不動産業界におきましては、日銀のマイナス金利政策や政府による住宅取得支援策などが継続され、実需 

層の住宅取得意欲は堅調に推移しておりますが、首都圏での事業用地は、他社との競合や高騰した用地価格の高止

まりにより用地取得競争が激化しており、依然として事業環境は厳しい状況で推移しております。 

このような状況のもと、当社グループは、昨年５月に策定しました「第二次中期経営計画」の基本方針である 

「市場変化に対応できる体質の構築」に則り、各種施策を推進してまいりました。 

建設事業におきましては、個人受注では、「失敗しない二世帯住宅の建て方講座」等の住宅セミナーや受注した 

建物による「完成現場見学会」を実施した他、建築中の浜田山モデルハウス（平成29年３月オープン予定）を使用

した「耐震＋制震住宅構造見学会」を開催する等、受注率および契約率の向上に努めてまいりました。また、リフ

ォーム受注では、中杉通り本館ショールームを中心に、各種セミナーやワークショップ等の集客イベントを開催し

新規顧客の開拓ならびに契約率の向上に努めてまいりました。法人受注では、既存取引先からの継続的な安定受注

と新規取引先からの受注、さらに賃貸住宅や軽量鉄骨造等の非木造住宅の受注も積極的に進めてまいりました。 

不動産事業におきましては、新規分譲現場においては、オリジナルスマートハウス「ストロングスマート」を杉 

並区内で初めて採用した「グローイングスクエア善福寺ストロングスマート」が早期に完売し、神奈川県横浜市に

おいても「グローイングスクエア新横浜」の販売を開始した他、「2017先取り物件情報Webキャンペーン」等の実施

により、新規顧客の獲得ならびに成約数の確保に努めてまいりました。 

これらの結果、当第３四半期の連結売上高は135億９百万円（前年同期比８.８％増）となり、利益面につきまし 

ては、コストの低減と効率的な販売による広告宣伝費等の経費圧縮ならびに一般管理費の削減にも引き続き取り組

んだ結果、当第３四半期の営業利益は３億３千２百万円（前年同期比３.７％増）、経常利益は１億３千８百万円

（前年同期比18.７％増）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億２千８百万円（前年同期比20.８％

増）の計上となりました。 

 

 

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、148億３千６百万円となり、前連結会計年度末と比べて14億２百

万円の減少となりました。これは主に、現金預金が１億４千万円増加した一方で、販売用不動産等たな卸資産が合

計で５億５千２百万円、受取手形・完成工事未収入金等が５億８千６百万円減少したことによるものであります。 

負債につきましては、負債総額が92億５百万円となり、前連結会計年度末と比べて18億８千３百万円の減少とな

りました。これは主に、未成工事受入金が２億７千９百万円増加した一方で、短期借入金、長期借入金(1年内返済

予定含む)の合計が15億５千４百万円、支払手形・工事未払金等が３億８千万円減少したことによるものでありま

す。 

純資産は、56億３千１百万円となり、前連結会計年度末と比べて４億８千１百万円の増加となりました。これは 

主に、平成28年９月29日開催の臨時株主総会の決議に基づく、資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処

分と平成28年９月30日付け第三者割当増資の実施により、資本金が26億３千９百万円減少し、資本剰余金が13億９

千８百万円、利益剰余金が17億３千１百万円（親会社株主に帰属する四半期純利益１億２千８百万円含む）増加し

たことによるものであります。この結果、自己資本比率は38.０％となりました。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、現時点におきまして、平成28年５月11日の「平成28年３月期 決算短信」で公表

いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。

なお、１株当たり当期純利益は、第三者割当増資分(2,800,000株)を含めた期中平均株式数にて再度算出し、

9.94円となる予定であります。 

- 2 -

（株）細田工務店　(1906) 平成29年3月期　第３四半期決算短信



２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 2,435 2,576 

受取手形・完成工事未収入金等 736 150 

未成工事支出金 1,260 1,223 

販売用不動産 4,745 2,495 

仕掛販売用不動産 4,863 6,602 

材料貯蔵品 26 22 

その他 511 57 

貸倒引当金 △0 △0 

流動資産合計 14,580 13,128 

固定資産    

有形固定資産    

土地 730 730 

その他（純額） 263 319 

有形固定資産合計 994 1,050 

無形固定資産 51 81 

投資その他の資産    

投資有価証券 59 68 

その他 554 507 

貸倒引当金 △0 △0 

投資その他の資産合計 613 576 

固定資産合計 1,658 1,707 

資産合計 16,239 14,836 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 1,136 755 

短期借入金 2,729 1,794 

1年内返済予定の長期借入金 3,020 3,048 

未払法人税等 56 14 

賞与引当金 － 36 

未成工事受入金 601 880 

完成工事補償引当金 136 132 

再開発事業損失引当金 155 － 

その他 648 548 

流動負債合計 8,484 7,212 

固定負債    

長期借入金 2,041 1,394 

退職給付に係る負債 267 222 

その他 295 375 

固定負債合計 2,604 1,992 

負債合計 11,088 9,205 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,820 4,181 

資本剰余金 570 1,969 

利益剰余金 △1,550 181 

自己株式 △90 △90 

株主資本合計 5,750 6,240 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 5 15 

土地再評価差額金 △659 △659 

退職給付に係る調整累計額 54 35 

その他の包括利益累計額合計 △600 △609 

純資産合計 5,150 5,631 

負債純資産合計 16,239 14,836 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 12,418 13,509 

売上原価 10,327 11,460 

売上総利益 2,091 2,049 

販売費及び一般管理費 1,771 1,717 

営業利益 320 332 

営業外収益    

受取利息及び配当金 6 8 

助成金収入 3 7 

その他 6 5 

営業外収益合計 16 21 

営業外費用    

支払利息 184 143 

支払手数料 35 42 

その他 0 29 

営業外費用合計 220 215 

経常利益 116 138 

税金等調整前四半期純利益 116 138 

法人税、住民税及び事業税 10 9 

法人税等合計 10 9 

四半期純利益 106 128 

親会社株主に帰属する四半期純利益 106 128 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 106 128 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1 10 

土地再評価差額金 0 － 

退職給付に係る調整額 △14 △19 

その他の包括利益合計 △13 △9 

四半期包括利益 92 119 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 92 119 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成28年９月29日開催の臨時株主総会の決議により、同日付で会社法第447条第１項及び第448条第１項の

規定に基づき資本金及び資本準備金の額を減少し、その他資本剰余金に振り替えるとともに、会社法第452条の規定

に基づきその他資本剰余金の一部を繰越利益剰余金に振り替え、欠損を填補いたしました。 

また、平成28年９月30日付で、伯東株式会社を割当先とする第三者割当により新株式を発行いたしました。 

これらの結果、当第３四半期連結累計期間において資本金が2,639百万円減少し、資本剰余金が1,398百万円、利益 

剰余金が1,603百万円それぞれ増加しております。 
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